
1B E O L I N K  P A S S I V E

BeoLink Pass ive キットと、Bang & 
Olufsenのパッシブスピーカーを接続すれ
ば、メインとなるBang & Olufsenシステ
ムに新たな次元が開かれます。

メインシステムに含まれるすべての音源
または映像源のサウンドが、BeoLink接
続を経由し、BeoLink Passiveとスピーカ
ーを設置した他の部屋で楽しめるように
なります。

それだけではありません。Beo4リモコン
からの指示を、BeoLink Passive経由で送
ることにより、メインシステムの日常的
な再生機能を操作することもできます。

これから、その方法をご説明しましょ
う…

ユーザーガイド
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本ガイドは、 B e o L i n k  P a s s i v e セットアップ 
(BeoLink Passiveキットと、Bang & Olufsenのパッシブス
ピーカー1組)の操作方法について、説明していきます。 

このBeoLink Passiveキットに同梱されているセットアッ
プガイドでは、BeoLink PassiveとBang & Olufsenスピー
カーの設置方法、およびBeoLink Passiveを使用可能にす
る方法が説明されています。



4 可 能 に な る の は …

…他の部屋への音楽の供給

BeoL ink  Pa s s i ve キットとBang  & 
Olufsenのパッシブスピーカーは、メイ
ンとなるBang & Olufsenシステムに新
たな次元を開きます。

• メインシステムの全音源および映像源
のサウンドが、BeoLink Passiveを設
置した部屋でも聞けます。

• BeoLink Passiveを設置した部屋から、
Beo4リモコンを使い、メインシステ
ムに含まれる多くの機能が操作でき 
ます。

BeoLink Passiveに接続した2本のスピ
ーカーは、メインシステムが奏でる高音
質ステレオサウンドを、そのまま再生し
ます。

これから、その方法をご説明しましょ
う…

BeoLink Passiveの本体操作で可能なのは:
• メインのBang & Olufsenシステムで、最後に聞い
ていたラジオ(またはテレビ)局をオンにすること。
または、現在演奏中のサウンド(オーディオ/ビジュ
アル双方)を聞くこと。

• BeoLink Passiveに接続した2本のスピーカーの、
音量調整。

• BeoLink Passiveが設置された部屋を、メインシステ
ムのTimer Playプログラムの実行対象に含むこと。

Beo4リモコンを使って可能となるのは:
• BeoLink Passive受光部を経由して、メインのBang & 
Olufsenシステムに含まれる全音源/映像源のスイッ
チを、オンにすること。

• 現在演奏中の音源/映像源の、日常的な再生機能を
操作すること。

• BeoLink Passiveに接続した2本のスピーカーの、
サウンド調整。

メインとなるBang & Olufsenシステム(オーディオ、
ビジュアル、またはAV )とBeoLink Passiveセットア
ップは、Bang & OlufsenのBeoLinkによって接続され
なければなりません。

その後は、BeoLink Passiveセットアップのある部屋
から、メインシステムに含まれる全音源/映像源のサ
ウンドが聞けます(操作も可能です)。



5… 本 体 操 作

サウンドコントロール

BeoLink Passive受光部の下部にある
PLAY • と書かれたキーを押すと、メイ
ンとなるBang & Olufsenシステムで現
在演奏されているサウンドを聞くことが
できます。

メインシステムがオフになっていた場
合、PLAY • を押すと、最後に聞いていた
ラジオ局*がオンになります。

どちらの場合も、メインシステムからの
サウンドは、PLAY •  を押すだけで、
BeoLink Passiveルームでいつでも聞く
ことができます。

演奏中に P L A Y  •  を短く押すと、 
BeoLink Passive のスイッチがオフになり
ます。PLAY • キーの中に、小さな赤い
ライトが点灯し、スタンバイ状態になっ
たことを示します。

PLAY  •  を 2 秒以上押し続けると、
BeoLink Passiveとメインシステムの両方
が、同時にスイッチオフとなります。

* 注意： もしも、メインシステムが Bang  & 
Olufsenのビジュアルシステムだけで音源機器を含
んでいないと、PLAY • を押したとき、最後に見て
いたテレビ局がオンになります。

注意： BeoLink Passiveのスイッチをオンにした時、
メインのBang & Olufsenシステムがスタンバイ状態
にあった場合は、BeoLink Passiveを設置した部屋の
スピーカーだけから音が出ます。メインルームのス
ピーカーから、音は出ません。

Timer Playの操作
メインとなるBang & Olufsenシステム
に、朝の決まった時間などに演奏を開始
させるTimer Playがプログラムされてい
た場合は、BeoLink Passiveルームのス
ピーカーにも、そのプログラムを実行さ
せることができます。

BeoLink Passive受光部の、TIMERキー
を押しつづけてください。TIMERキーの
中に小さな赤いライトが点灯し、
BeoLink Passiveルームでも、メインシ
ステムにプログラムされたTimer Playが
実行されるようになります。

再度TIMERキーを押すと、このタイマ
ー機能はオフになります(赤いライトが
消えます)。

音量の調整

音量は、メインとなるBang & Olufsen  
システムとは別個に、調整することがで
きます。

BeoLink Passive受光部にある音量ボタ
ン、∧ または ∨ を押すと、スピーカー
からの音量が上下します。

注意： サウンドについての詳細は、9ページをご覧
ください。

小さな円形をしたBeoLink Passive受光部には、本体
操作用のキーが3個あります...

TIMER

PLAY



6 リ モ コ ン 操 作

Beo4 illustration by 
DAM

Beo4リモコンを使う

Beo4リモコン*を使うと、BeoLink Passive  
セットアップがより柔軟に操作できます。

BeoLink Passiveの本体操作では、メイ
ンシステムで最後に聞いていたラジオ
局(またはテレビ局)のスイッチを入れる
か、現在演奏中のサウンドを呼び出すこ
とができます。

Beo4リモコンを使えば、メインのBang & 
Olufsenシステムに含まれるすべての音
源/映像源を、自由に選ぶことができま
す。その音源/映像源の、日常的な機能
を操作することも可能です。

日常的な再生機能の操作は、Beo4リモ
コンを使うことにより、メインシステ
ムを直接操作しているのと同様に行な
えます。

さらにBeo4は、2本のスピーカーのサ
ウンド調整にも使用されます。

B e o 4 リ モ コ ン か ら の 指 示 に 、 
BeoLink Passive セットアップは迅速に
反応します。特定のボタンを押して出
した指示は、わずか数秒で実行され、
スピーカーからのサウンドに反映され
ます。

その方法を、以下のページでご説明し
ましょう…

Beo4リモコンを使って出した指示は、BeoLink Passive  
受光部によって受信されます。BeoLink Passiveは、
BeoLink接続を経由して、受信した指示をメインと

なるBang & Olufsenシステムに伝えます。

* 注意： Beo4 リモコンは、Bang & Olufsen 取扱店
でご購入いただけます。

TV LIGHT RADIO

DTV DVD CD

V MEM RECORD A MEM

7 8 9

4 5 6

TEXT 0 MENU

1 2 3

LIST EXIT

STOP

GO TIMER

PLAY
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メインシステムの操作

BeoLink Passive受光部を経由して、メ
インとなるBang & Olufsenシステムか
らお好きな音源/映像源(オーディオ/ビ
ジュアル)を選び、そのサウンドを、
BeoLink Passiveに接続したスピーカー
から聞くことができます。

そのためには、聞きたい音源/映像源の
名前が書かれたBeo4リモコンのボタン
を、1つ押すだけです。

選んだ音源/映像源の演奏中は、ラジオ
局や楽曲の切り替え、再生、サーチ、
早送り/早戻しの実行と停止などが指示
できます。

各ボタンの操作については、このページ
の右側をご覧ください…

BeoLink Passiveセットアップのスイッ
チだけをオフにするには、Beo4リモコ
ンの赤いスタンバイボタン • を、短く
押します。

このスタンバイボタンを2秒以上押し
つづけると、BeoLink Passiveとメイン
となるBang & Olufsenシステムの両方
が、オフになります。

注意： このページで説明している各機能は、対象と
なる音源/映像源がメインのBang & Olufsenシステ
ムに含まれており、ボタンが示す機能に対応してい
る場合に、BeoLink Passiveを設置した室内でのみ操
作可能となります。

各機能の詳細については、メインとなる Bang & 
Olufsenシステムのユーザーガイドをご覧ください。

音源の操作は… 
ラジオのスイッチを入れる 

CDプレーヤーの演奏開始 

テープレコーダーの演奏開始  
 
映像源の操作は… 
テレビのスイッチを入れる 

衛星放送のスイッチを入れる 

ビデオテープレコーダーの再生開始 

 
ラジオ局やテレビ局番号、  
CDまたはテープに収録された または 
曲番号を、前後に送っていく 

局番号や曲番号  
を直接指定する から 
 

 
CDプレーヤー、またはオーディオ/ビ   
デオテープレコーダーを一時停止する

オーディオまたはビデオテープレコーダー、 
および単体のCDプレーヤー上で… 
テープを早戻しする;                         
 または 
単体CDプレーヤー内のCDを、  
前方にサーチする

通常の再生に戻る 

 
> サーチ機能について、詳しくは次ページ 
をご覧ください…



8 > リモコン操作 ‒ メインシステムの操作

BeoLink PassiveとBeo4を使う時のヒント…
• BeoLink Passive がスタンバイ状態の時に、
Beo4リモコンの音量ボタンの真ん中を押すと、
BeoLink Passive受光部の本体でPLAY • を直接押し
た時と、同じ結果が得られます(5ページ参照)。

• メインシステムにあるBang & Olufsenのレコード
プレーヤーの演奏を開始させるには、LISTを何回
か押して[PHONO]*を表示させたあと、GOを押
します。レコードの演奏中に ▲ または ▼ を押す
と、プレーヤーのアームは、レコードの盤面上を
8mm単位で前後に飛びます。

• メインとなるBang & Olufsenシステムに含まれ
た、2台めのオーディオまたはビデオテープレ
コーダーの再生を開始させるには、LISTを何回
か押してA.TAPE2*またはV.TAPE2*を表示させ
たあと、GOを押します。

• サウンドのモノ/ステレオ再生の切り替え、ラジ
オ局、テレビ局、衛星放送局の言語の切り替え、
ビデオテープのサウンドトラックの切り替えを行
なう場合は、LISTを何回か押してSOUND*を表示
させたあと、GOを繰り返し押していきます。

• メインのBang & Olufsenシステムがあるのと同
じ室内でBeoLink Passiveセットアップを使う
場合は、この状況に合わせ、BeoLink Passiveを
プログラムしなければいけません(方法はセット 
アップガイドをご覧ください)。

 この場合、メインシステムの音源/映像源をオン
にして、BeoLink Passiveスピーカーで聞くため
には:

 LISTを何回か押してLINK*を表示させ、RADIO, 
CDまたはA.TAPEを押す

 あるいは
 LISTを何回か押してLINK*を表示させ、TV, SATま
たはV.TAPEを押す

*注意: Beo4のディスプレイにPHONO, A.TAPE2, 
V.TAPE2, SOUNDおよびLINKを表示させるには、こ
れらの機能をあらかじめBeo4に追加しておく必要
があります。詳しくは、Beo4に付属するユーザーガ
イドの、「Beo4をカスタマイズするには…」の章を
ご覧ください。

マルチCDプレーヤーでは…

N 1つ前、次のCDに切り替える 
または  
L

1 特定のCDを、ディスク番号で 
 直接指定する 
6

Y 選ばれているCDを、後方にサーチする

X 選ばれているCDを、前方にサーチする

 選んだCD上から、特定の曲を選ぶには… 
q 何度か押し、ディスプレイにTRACK*を
表示させる。 
1 その後、曲番号を押す。たとえば  
1 11

 
 短く押すと、BeoLink Passiveのスイッ 

 チが切れる

*注意: Beo4のディスプレイにTRACKを表示させる
には、この機能をあらかじめBeo4に追加しておく
必要があります。詳しくは、Beo4に付属するユーザ
ーガイドの、「Beo4をカスタマイズするには…」の
章をご覧ください。
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BeoLink Passiveのサウンド調整

BeoLink Passiveセットアップからのサウ
ンドは、メインとなるBang & Olufsenシ
ステムとは別個に調整することができ
ます:

もちろん音量は、Beo4リモコンの ∧ ま
たは ∨ ボタンを押すことで、いつでも
調整できます。また、音量ボタンの真ん
中を押すと、スピーカーからの音を切る
ことができます。

LISTボタンを押すたび、Beo4リモコン
のディスプレイには、新しい文字が表
示されます。

必要とする機能名が表示されている時、
GOボタンを押すと、その機能がオン(ま
たは調整可能)になります。

何回かLISTボタンを押すと、A.SETUP*が
呼び出せます。GO を押してから再
び LISTを押し、[BASS]、[TREBLE]、
[LOUDNESS]を次々と呼び出すことで、
BeoLink Passiveセットアップのスピー
カーからのサウンドの各項目が、調整
可能となります。 

その後は、▲ または ▼ のステップボタ
ン、GO、l または n ボタンを使い調整
を行ないます。このページの右側をご
覧ください…

すべてのサウンドレベルは、BeoLink Passive 
をオフにすると、元の設定に戻ります。

とはいえ、調整を終えたBeoLink Passive 
セットアップのサウンドを、初期設定と
して保存することも可能です。まず、
LISTを何回か押してA.SETUP*を表示さ
せ、GOと押します。その後LISTを再
び押し、S.STOREを表示させたあと、
GOを押してください。

注意してください…
• 現在の全サウンドレベル(音量、バランス、低域、
高域、ラウドネス)は、すべて一緒に保存されます。

• 映像源からのサウンドレベルを調整する時は、
Beo4 のディスプレイに、A.SETUP* ではなく
V.SETUP*を表示させます。

• 調整したサウンドをまだ保存していない場合は、
LIST を何回か押してRESET* を表示させた後に
GOを押すと、全サウンドレベルが元の設定に戻
ります。

*注意: Beo4のディスプレイにA.SETUP, V.SETUP, 
[RESET]および[SPEAKER]を表示させるには、これら
の機能をあらかじめBeo4に追加しておく必要があ
ります。詳しくは、Beo4に付属するユーザーガイド
の、「Beo4をカスタマイズするには…」の章をご
覧ください。

音量を上げる 

音量を下げる 

中央を押すと、スピーカーか 
らの音が消える。再び押すと、 
音が戻ってくる

何回か押してSPEAKER*を表示させる 

バランスを左に移動させる、  
 または 
バランスを右に移動させる 

何回か押してA.SETUP*を表示 
させる そのあと  
 そのあと 
 

BASSを表示させる  
 
低域を強める  
 または 
低域を弱める 

TREBLEを表示させる    

高域を強める  
 または 
高域を弱める 

LOUDNSSを表示させる 

ラウドネスのオン/オフが切り替わる 

サウンド調整を終えたら…

何回か押してA.SETUP*を表示させる  
 そのあと 
  
S.STOREを表示させる  
調整を終えたサウンドレベルを、  
BeoLink Passiveスピーカーの  
初期設定として保存する 
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 音源の操作は… 
 ラジオのスイッチを入れる

 CDプ レーヤーの演奏開始

 テープレコーダーの再生開始 
 再生をテープの裏面へ切り替えるに 
 は、SHIFTを押してからSOUNDを押す

 映像源の操作は… 
 テレビのスイッチを入れる

 衛星放送のスイッチを入れる

 ビデオテープレコーダーの再生開始

 ラジオ局やテレビ局番号、CD  
または テープに収録された曲番号を、 
 前後に送っていく

 または、局番号や曲番号を直接指定する 

  CDプレーヤー、またはオーディオ/ビ
デオテープレコーダーを一時停止する

  (ビデオテープレコーダーを、巻き戻
さずその場で完全に停止させるには、
STOPを2回押す)

 テープを早戻しする; CDを前方にサー
チする 
  テープを早送りする; CDを後方にサー

チする

 通常の再生に戻る

  短く押すと、BeoLink Passiveのスイ
ッチが切れる

> リモコン操作

Beolink 1000リモコンを使う

BeoLink Passiveの操作には、Bang & 
OlufsenのBeolink 1000リモコンも使用
できます。

BeoLink Passiveセットアップのサウン
ド調整をするには、まず、Beolink 1000 
モコンのSOUNDをボタンを押します。
SOUNDボタンを押すことで、バラン
ス、低域、高域、ラウドネスの4つの調
整項目が切り替わっていきます*。 

*注意: 実際の調整作業には、バランスの場合 << また
は >> ボタンを、低域と高域の調整、およびラウドネ
スのオン/オフには ▲ または ▼ ボタンを使う必要があ
ります。

3

6

9
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7
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覚えておきましょう…
• BeoLink  Pass ive がスタンバイ状態の時に、 
Beolink 1000リモコンのMUTEボタンを押すと、
BeoLink Passive受光部の本体でPLAY • を直接押し
た時と、同じ結果が得られます(5ページ参照)。

• メインとなるBang & Olufsenシステムの音源/ 
映像源を1つ選んだのに、別の機器の音が 
BeoLink Passiveスピーカーから聞こえてきた場合
は、メインシステム側で、録音または録画が実行
されている可能性があります。その場合、聞こえ
ているのは録音/録画中のサウンドです。これは、
録音/録画を不用意に中断させないための、特殊
な”ロック”機能が働いているからです。

• メインシステムにあるBang & Olufsenのレコード
プレーヤーの演奏を開始させるには、PHONEボタ
ンを押します。レコードの演奏中に ▲ または ▼ を
押すと、プレーヤーのアームは、レコードの盤面
上を8mm単位で前後に飛びます。

• メインとなるBang & Olufsenシステムに含まれ
た、2台めのオーディオまたはビデオテープレコー
ダーの再生を開始させるには、SHIFTを押したあ
と、A.TAPEまたはV.TAPEを押します。

• メインシステムに接続されたCDVプレーヤーをオン
にするには、SHIFTを押したあとSATを押します。

• サウンドのモノ/ステレオ再生の切り替え、ラジオ
局、テレビ局、衛星放送局の言語の切り替え、ビ
デオテープのサウンドトラックの切り替えを行な
う場合は、SHIFTを押したあと、SOUNDを繰り返
押していきます。

• メインのBang & Olufsenシステムがあるのと同じ
室内でBeoLink Passiveセットアップを使う場合
は、この状況に合わせ、BeoLink Passiveをプログ
ラムしなければいけません(方法はセットアップガ
イドをご覧ください)。

 この場合、メインシステムの音源/映像源をオンにし
て、BeoLink Passiveスピーカーで聞くためには:

 LINKを押してから、RADIO, CDまたはA.TAPEを 
押す

 あるいは
 LINKを押してから、TV, SATまたはV.TAPEを押す
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